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この６年あまり, 私たち九州地区大学体育連合は, 授業研究を通して所謂 ｢大学体育｣ の＜在るべ

き姿＞を模索してきた｡ 途中, 社会における大学の位置の変化から ｢地域貢献｣ が私たちの役割を語

る重要なキーワードとして取り上げられることもあったが, 授業研究だけは, 連合設立の理念に関わ

る課題であるとの認識から, 首尾一貫して私たちの研究の視野の外に置かれるようなことはなかった｡

その研究成果は, 毎年３月に開催される春期研修会におけるシンポジウムと一般研究発表, さらには

機関誌 『体育・スポーツ教育研究』 の発行を通じて公開されてきた｡ ここで, 今後の授業研究の方向

を探るためにもその活動の歩みを簡単に振り返ってみたい｡

まず始めに, 私たちの授業研究は ｢教育と研究の融合｣ の下に ｢魅力ある授業とは何か｣ を問うこ

とから出発した｡ それは必ずしも ｢魅力ある教材｣ の開発として結実したわけではないが, 学生を体

育の授業へと包絡する ｢呪術的力｣ を備えた教材の開発は, 学生による授業評価の制度化の流れと相

俟って, まさに焦眉の急となっていた｡ 勿論そこには, 私たちの授業が惰性に陥っているとの自己反

省があったことは間違いないが, それ以上に重要なこととして, 90年代からの所謂 ｢楽しい体育｣ と

｢選択性｣ の恩恵を受けた学生に対する私たちの向き合う姿勢に大きな変化があったことは疑いない｡

すなわち, ｢楽しさ｣ ｢面白さ｣ こそが唯一, 学生の授業への主体的な参加を引き出し, 体育授業の評

価と地位を高めるとの認識の転換があったのである｡ しかしながら, 授業の一要素でしかないはずの

｢楽しさ｣ を全体化し, ｢教えること｣ を ｢教え込み｣ として拒否する ｢理想化｣ のイデオロギーは結

局, 教えるべき ｢価値｣ を切り離された ｢魅力ある教材｣ それ自体 ｢虚構の産物｣ として既にリアリ

ティを喪失しているばかりか, 体育の授業を不当に狭く捉えるという結果を招くことに, 早晩, 私た

ちは気づくことになる｡

こうして次なる新たな研究課題として浮かび上がったのが, 体育授業における ｢魅力｣ と ｢価値｣

の融合である｡ 言い換えれば ｢おもしろくて, ためになる｣ 授業の追求がそれである｡ 長い間, 私た

ちは ｢価値の創出｣ こそ教育の真の目的であることを信じて疑わなかったが, 自ら主体的に学ぶこと

を放棄し, 文化の発展に寄与しない ｢大衆人｣ としての学生を現前にして, いくら ｢価値ある授業｣

を追求しても彼らの興味関心を引き出すことができないことを嫌というほど思い知らされてきた｡ こ

こに ｢教育と研究の融合｣ という原点に立ち帰って, 学問的研究をベースにして ｢魅力｣ と ｢価値｣

の両方を備えた ｢おもしろくて, ためになる｣ 授業を創出することこそ, 私たちに期待された最も重

要な研究課題であるとの共通認識が生まれてきたのである｡ 勿論, そのためには ｢専門こそ最高の教

養である｣ との信念に従って教材を開発し, 絶えず新たな授業を創造する努力をかさねることが必要

不可欠である｡ 現在, 科研費の取得を通じて組織的に進められている共同研究 ｢大学生の心身の健康

問題に対処しうる独創的体育プログラム開発｣ などは, そうした信念に基づく取り組みが結実したも

のであり, 今後ますます, この方向性は強くなるだろう｡

さて, 体育授業への ｢理想化｣ のイデオロギーの介入が教えたものは, 単に ｢教えること｣ の拒否

や授業それ自体の矮小化に止まらない｡ むしろ, そうしたイデオロギーの根底に流れる ｢人間中心主

義｣ の思想がもたらす精神世界の変容こそ, 今後ますます重要な研究課題となるはずである｡ その意

味では今, そうした思想の限界を乗り越えるエコロジカルな視点からの授業モデルの創造と, それを

実践に移したときに遭遇するはずの倫理的・道徳的批判に耐えるだけの強固な理論の構築が待たれる

のである｡
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